
 

 

 

 

 

 

 極点図解析、ODF解析のＬａｂｏＴｅｘの魅力 

  http://www.geocities.jp/y_craturasuper/index.html 

  他の記事は上記サイトで確認してください。 

 

 

Ｍｏｄｅｌｌｌｉｎｇ機能 

 Ｒｐ％の算出（各処理段階で Rp%を計算しデータの妥当性が評価出来ます） 

 結晶方位のＤａｔａｂａｓｅ化 

 各種処理結果がファイル化されていて自由に解析が出来る 

 外部処理結果の取り込み（平滑化を外部処理で可能） 

 本格的な VolumeFraction 計算 

 

 

 前回の資料では、ＯＤＦ図の平滑化に LaboTexODFFileを使用していましたが、 

 ODFデータを直接平滑化するとφ2に歪が発生する事が判明しました。 

 本資料では、ODF解析した再極点図を Exportし、LaboTexEPFtoPFtoODF3 ソフトウエアで 

    再計算極点図の平滑化行う手法で ODFの平滑化を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０２月０８日 

    ２０１７年０２月１１日修正 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘの説明時、最初に説明する機能は、Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇ機能です。 

   通常、極点図を入力して、ＯＤＦ解析を行い、ＯＤＦ図から結晶方位を求めますが、この逆の機能から 

   説明します。このＭｏｄｅｌｌｉｎｇ機能は他のＯＤＦソフトウエアには存在しません。 

   この機能で、ｃｕｂｅ、ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位の方位密度の関係を理解して頂きます。 

   

   結晶方位は｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞としてＥｕｌｅｒ空間（φ１、Φ、φ２）の密度の高い箇所を探し 

   決定しますが、結晶方位は整数で表現されていますが、（φ１、Φ、φ２）は実数で一致しません。 

   このような時、（φ１、Φ、φ２）もＤａｔａｂａｓｅ登録が可能で、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

   候補として扱うことが出来ます。 

   極点図の変化に忠実に従った解析方法（ＡＤＣ法）が採用されている為、扱う結晶粒の数が少ない場合 

   ＯＤＦ図が凸凹する欠点もありますが、サポートするソフトウエアで改善されます。 

   入力極点図のＥｒｒｏｒや、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＥｒｒｏｒを評価することで 

   ブラックボックスでない、信頼できる解析結果を得ることが可能になっています。 

 

極点図や ODF図では手法の判断が出来ません。VolumeFraction計算で大小の判断が出来ます。 

 

 

 

 この関係を理解した上で、ODF図や極密度 ODF図の方位密度の大小関係を評価してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の最大方位密度方位が主方位とは限りません 

 ｃｕｂｅ、ｃｏｐｐｅｒ、Ｓ方位の VolumeFractuonが３０％含まれる ODF図をＭｏｄｅｌｌｉｎｇ 

  

 ｃｕｂｅ３０％，ｃｏｐｐｅｒ３０％、Ｓ３０％含むＯＤＦ図 

  

   方位密度として、cube:128   copper: 79.7   S:16 が読み取れます。 

  結晶方位の定量値が同一でも、最大密度は一致しない事が簡単に計算出来ます。 

Cube 
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S 

その他の方位が 

０．１＝１０％ 

この部分は 

Random方位と 

考えられます 



ｃｕｂｅ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位のＯＤＦ図と極点図 

ｃｕｂｅ方位 

 

ｃｏｐｐｅｒ方位 

 

Ｓ方位 

 

極点図の極密度も同一で VolumeFractionと一致しない 

ＯＤＦ図上、極点図上をマウスクリックすると、結晶方位{hkl}<uvw>を表示します 



測定データからＯＤＦ解析し,VolumeFractionを求める（前記述の逆のながれ） 

以下のデータを入力極点図とし、ODF解析を行い、ODFから VolumeFractionを計算します。 

 

ODF解析結果      ODF解析結果から VolumeFractionを求める 

  

 

入力極点図から解析した ODF図（左）と VolumeFractionから計算した ODF図（右）の比較 

 

 同一の結果と解析されます。 

 正確にＥｒｒｏｒを求めるには、双方から再計算極点図を求め、Ｒｐ％を計算する。 

 



実際の測定データ解析  入力データ 

 

解析結果（バックグランド削除、defocus補正、最適化 Rp%処理後）  計算処理後データ 

 

Error評価（入力極点図と予測される ODF解析後の極点図から Rp%を計算） 

 

Alfaの０度は極点図の中心 

Errorプロファイルが 

±1.5%以内で正常 



極点処理結果からＬａｂｏＴｅｘ向けファイルを作成 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘで読み込む 

 

１／４対称でＯＤＦ解析 

 

データ処理で予測した値に近いＲｐ％が算出されています。 

 



ＯＤＦ解析結果 

 

Ｃｕｂｉｃ－ＦＣＣのｃｕｂｅとβ－ｆｉｂｅｒの中間の様なＯＤＦ図を示す。 

ｃｏｐｐｅｒ方位からずれています。 

 

ＯＤＦ図のピークサーチ必要です。 

 

ＯＤＦデータをＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲソフトウエアでＯＤＦ図の平滑化とピークサーチを行う 



ODFPoleFigure1.5(2)->ODFAfterTools->GPODFDisplayソフトウエアで処理 

処理するファイルを選択で ODF図が表示される 

  

平滑化を行う（Weight,Point(cycle)の組み合わせ） 

  

 

 

 

 

 

 



平滑化された ODF図（Weight=6,Point(cycle)=5） 

 

ピークサーチを行う。 

 赤○印がピークサーチされています。 

 

 



ピークリスト 

 

対称性を考慮すると 

 

に絞られます。 

ODF図の平滑化は、LaboTexTPFtoPFtoODF3 ソフトウエアで行います。 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、LaboTexTPFtoPFtoODF3 で平滑化を行い 

PFtoODF3経由で読み込みます。 

 

 



 

  

 ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアに平滑化したデータが渡されます。 



 ＬａｂｏＴｅｘ向けファイルを作成します。 

 

ピークサーチされた{142}<2-11>を DataBaseに登録 

 

 

{hkl}<uvw>ではなく(φ１、Φ、φ２)を登録の場合Ｎｅｗで登録します。 

 

Job2のＲｐ％を調べる。 

Job1の極点図を Exportし、Job2で極点図を作成し Exportする。 

 

 

 

 

 



上段：入力極点図、中段:入力極点図から計算した極点図、下段：平滑化した ODF図から計算した極点図 

 

 

入力極点図と ODF解析後の再計算極点図 Rp%  平滑化前と平滑化後の極点図 Rp% 

  

   

     

 

 

 

 



平滑化した ODF図から VolumeFractionを求める 

 

ｃｏｐｐｅｒも含めて VolumeFraction を求める 

 

Euler空間に対し広がりを非対称で評価されています。 

 平滑化した ODF図    VolumeFractionから計算した ODF図 

 

VolumeFractionから極点図{111},{200},{220}を作成し Export 

 

 

 



平滑化した極点図と VolumeFractionの極点図 Rp% 

 

 

 

Rp%プロファイルが±１．５％以下近くに計算されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



VolumeFraction結果のマトメ 

 

 

Ｅｘｃｅｌシート 

 

Ｓ方位はＳ１＋Ｓ２＋Ｓ３＋Ｓ４から求めます 


